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久保田　信1・樫山　嘉郎2・中西　弘樹3:
和歌山県白浜町番所崎およびその近隣海岸へ夏季の短期間に集中漂着した熱帯起源の植
物散布体
Shin Kubotal, Yoshiro Kashiyama2 and Hiroki Nakanishi3: Disseminules of plants originated from tropical ar-

eas washed ashore massively at coasts of Bansho-zaki and its adjacent places, Shirahama, Wakayama Prefecture,

Japan in a short period in summer

これまで和歌山県白浜町,特に白浜半島の先端に所

在する京都大学フィールド科学教育研究センター瀬戸

臨海実験所周辺の番所崎や"北浜・南浜"の裸浜海岸

(図1 : B, K)にはアダンPandanusformosana Hem-

sley,イルカンダMacuna macrocarpa Wall.,ココヤシ

Cocos nucifera L.,ゴバンノアシBarringtonia asiatica

(L.) Kurz,ニリスホウガンヒルギXylocarpusmokuccen-

sis (Lam.) Roemリ　ホウガンヒルギXylocarpus granatum

Koenig,モダマEntada phaseoloides (L.) Men.,モモタ

マナTerminaliacatappa L.などのさまざまな熱帯系植

物の散布体が漂着している(樫山ほか2003, 2006;

久保田2003, 2006a, b ;久保田ほか1999, 2004a, b).

今回, 2008年の8月30日から9月16日にかけてのわず

か半月の間に,上述の場所およびそこより数百m東側

の田尻(田辺湾内)の海岸(図1 :T)に,南方系植

物6種の散布体が集中して漂着した.そのうち3種は

当地区での初記録となったのでそれらを含めて報告す

'J.

・オオバヒルギRhizophora mucronata Lam. (ヒルギ

料)

8月30日に北浜(図1 :K)に本種の肱軸1個が漂

着した.腫軸の長さは約58cm,直径は中央部分で11mm,

下部の最も太い部分は18mで,重さは約100g,濃緑

色で光沢があり,所々黒褐色をしている(図2).水

に入れたところ,垂直になって浮いた.本種は琉球列

島以南に分布し,分布域では駈軸の漂着はふつうに見

られるが,日本本土への漂着はまれで, Nakanishi

(1987)によって山口県で初めて記録されており,福

岡県からヒルギの拡軸として記録(石井1977)され

たものもオオバヒルギと考えられる(中西1999).日

本産オオバヒルギの脹軸の長さは20-40cmとなってお

り(初島1989),これまで漂着したものもこの範囲に

図1.熱帯系植物の散布体が漂着した和歌山県田辺湾の
南岸に所在する京都大学瀬戸臨海実験所(★)潤
辺の海岸:番所崎　b ;北浜(k ;田尻(T).
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図2.北浜に2008年8月30[]に漂着したオオバヒルギ

Rhizophora mucronataの散布体.

はいる(中西1999).これに対して台湾や東南アジア産のオオバヒルギの駐車由の長さは60cmに達する(何1982 ;

Comer　渡辺1969)ので,北浜に漂着したものは,台湾あるいはフィリピンなどから流れてきたものと推定

され,海外からわが国-漂着したオオバヒルギの確かな記録となる.

・ホウガンヒルギXylocarpusgranatum Koenig (センダン科)

本地区での漂着はすでに記録されているが(久保田2003),　月30Hに北浜(図1 :K)にオオバヒルギと

共に1個が漂着していた.長さは最も長い部分が約6cmで,ほぼ円錐形である.

・ココヤシCocosnuciferaL. (ヤシ科)
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8月30日に北浜(図1 :K)に1個が上記のオオバ

ヒルギやホウガンヒルギとともに漂着した.本地区で

最も頻繁に漂着している熱帯起源の果実である(樫山

ほか2003, 2006).甲殻動物のエボシガイの少数個体

が付着していた.

1ミフクラギCerberalactaria Ham. (キョウチクトウ

料)

8月31日に北浜(図l :k　に1個が漂着した.本

地区からは初めての記録である.長径約6cmの楕円体

で,外果皮は完全になくなっており、太い繊維質の中

果皮が露出している(図3).和歌山県ではすでに串

本町潮岬で記録されている(中西1999).

1ゴバンノアシBarringtoniaasiatica (L.) Kurz (サガリ

バナ科)

本地区での漂着はすでに記録されているが(久保田

ほか1999), 9月1日に北浜(図1:K)に2個, 9

月10日に番所崎に2個, 9月14日に田尻(図1 :T)

に1個,計5個が漂着した.このように短期間に次々

と漂着した例はこれまでなかった(久保田2006a,未

発表).

・テリハボクCalophyllum inophyllum L. (オトギリソ

ウ科)

9月16日に北浜(図1 :K)に1個が漂着した.本

地区からは初めての記録である.長径約20mの球体で

ある(図4).和歌山県ではすでに串本町潮岬で記録

されている(中西1999.
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